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ノ リ 糸 状 体 の ツ ボ カ ビ 病
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Chytrid Disease of Conchocelis in Porphyra Cultivation
 Seiji MIGITA
   In the Conchocelis culture, several diseases have been reported and countermea-
sures for the diseases have been studied by many investigators. Recently, a new 
disease of cultural Conchocelis occurred at some  Porphyra cultural stations in 
Kyusyu and at our  laboratory. The author studied the symptom and pathogen of 
this disease and tried to  find the preventive measure of the  disease.
   When the shell-living  Conchocelis thalli are affected with this disease, they 
grow to yellowish green. Many thalli of Chytridium  sp., aquatic fungus, were 
observed on the shell-living Conchocelis.
This fungus is epibiotic and having the vegetative system  : Sporangium is
spherical, subspherical or ellipsoidal, measuring 8～25μ in diameter, and forming
16～128 zoospores : Zoospore is ovoid, measuring 2～3μ in diameter, having a
posterior flagellum and a single globule, and it is released from the dehiscence of
the  operculum.
The infection of this fungus is seriously  inurious to the cultural  Conchocelis at
the temperature of 15～20℃ and under the lower light intensity of 100～500  lux  .
ノリ養殖においては,人 工採苗に使用する貝殻穿孔糸状体の培養が広 く行なわれてきてお
り,こ の十数年の培養で生理障害や伝染性病害も多 く発生 し,そ れらの原因や対策もかな り
明確にされてきた。ところが,1972年 に佐賀県下の一部の培養場や筆者の研究室で発生 した
病気は,糸 状体の色が黄緑色に退色 し枯死 していく特異な症状を呈 し,肉 眼的には栄養失調
に起因する緑変症に似た病徴を示すが,緑 変症では栄養塩の添加により簡単に快復するのに,
この病気は同じ対策をとっても一向に治癒 しない。
筆者は,そ れ らの罹病糸状体を調査 し,そ れが藻菌類Chytridium sp.の 寄生による新
しい病害であることを確かめ,そ の防止対策についても2,3の 知見をえたので,そ れ らの
結果を報告する。




























































































































































































































































































染に関する試験結果でも,感 染は低照度が多 く3,0001ux前 後の高照度では抑制 されている。
ただ,こ れ らのことから,糸 状体の健全 さと寄生の多少とには何等かの関係があるようにも
推察 されるが,予 め高照度で培養 した糸状体でなくても短期間の試験で このような傾向が認
められるので,高 照度で寄生が少ないのは菌の本来の感染生態によると考えられる。なお,
被害の程度が軽 く肉眼的病徴が現われない場合もあ り,当 業者の多 くの培養ではこの病害が
これまで見逃されていた疑いもある。
ツボカビ病の対策として,こ れまで実際に試みた うちで最も効果的であったのは,海 水比
重1.010程 度の低塩分培養を1,2週 間続け,そ の後正常海水に移す方法であった。このほ
か,貝 殻表面の洗浄を繰返すことや高照度で培養するのも効果がある。また,実 験的にはマ
ラカイ トグ リーソ,メ チ レソブルーをそれぞれ0.5～1ppmの 濃度で添加すると感染を防
止で きるので,病 害対策としてその実用化も期待される。
摘 要
ノ リ糸状体の培養中に発生 した藻菌類 Chitridium sp.の 寄生による新 しい病害ツボカ
ビ病について調査 した。
1)ツ ボカビ病の病徴は,黒 紫色になった貝殻穿孔糸状体の中央部の色が灰白色,黄 緑
色に退色 し,徐 々に貝殻全面に拡大 して糸状体が枯死 し白色となる。
2)そ れ らの罹病貝殻の表面は粘質を帯びてお り,多 数の菌体が観察される。
3)ツ ボカ ビ菌は,球 形,卵 形,腎 臓形で,大 きさ8～25μ で,ノ リ糸状体の枝や殻胞
子嚢に仮根を貫入 した外部寄生である。
4)菌 体はそのまま遊走子嚢とな り,そ の蓋 operculum がはずれて遊走子が放出され
る。遊走子は2～3μ の球形で,後 方に長 さ10～13μ の1鞭 毛をもつ。
5)ツ ボカビ菌の感染は,低 塩分や高照度で抑制 される傾向がみ られた。
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